
これより西津和野領 

（島根県吉賀田野原 水源公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



石州津和野藩御船屋敷旧趾 

（桜尾本町） 

 

 

 

 

 



堀田仁助寄進石灯籠 

（佐方八幡神社） 

頒暦所
はんれきどころ

御用
ご よ う

屋敷
や し き

 

天明 2 年（1782 年）に浅草の浅草天文台（頒暦所とも）に移った。この時に「天文台」とい

う呼称が初めて採用された。高橋至時や間重富が「寛政の改暦」に従事したのは牛込袋町・浅草時

代であり、伊能忠敬が高橋至時の元で天文学・測量学を学んだのも浅草天文台であった。 

堀田仁助も務めた暦所であろう。但し、天 文 方
てんもんかた

渋川主
もん

水
ど

手付
て つ け

故
ゆえ

、忠敬とは一線を画しほとんど

交流はなかったのではないかと推測。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅草の鳥越神社前の蔵前橋通りと、江戸通りとの交差点南西角の植え込みに 

「天文台跡」の標識が建っている。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%A9%8B%E8%87%B3%E6%99%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%93%E9%87%8D%E5%AF%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%83%BD%E5%BF%A0%E6%95%AC


天王址 

（串戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



天王址由来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


